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　　＜特集「医学物理士という仕事」＞

日本放射線技術学会と日本医学物理学会の
合同出版である英文雑誌の役割
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抄　　録
　日本放射線技術学会（JSRT）と日本医学物理学会（JSMP）は 2008年から英語の論文雑誌
Radiological Physics and Technology (RPT)を発刊している．ここでは，この英語雑誌が持つ重要
な役割について解説する．世界と違う日本における医学物理士と診療放射線技師の関係を理解する
上でも RPTが出版されるに至った経緯と，最近の発展ぶりを知ることは価値がある．
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Abstract

　　The Japanese Society of Radiological Technology（JSRT）and the Japan Society of Medical 
Physics（JSMP）have published an English language journal Radiological Physics and Technology
（RPT）since 2008. The important role of this English-language journal is described here. To 
understand the relationship between medical physicists and radiological technologists in Japan, which 
differs from the rest of the world, it is worthwhile to know how RPT came to be published and how it 
has developed recently.
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は　じ　め　に

　日本放射線技術学会（以下，日放技）は，
1942年（昭和 17年）に日本医学放射線学会の
後押しと全国の主たる大学放射線科主任教授な
どの援助を得て，全国を一体とする新しい技術
者団体として創立された1）．その後，学術団体

として 1975年に学会社団法人としての認可を
受け，1993年には日本学術会議の学術研究団
体に登録された．そして，2011年には公益社
団法人としての認定を受け，2022年には 80周
年を迎えた．2023年の 11月 4日時点での会員
数は 17,353人であり，全国 8つの地方支部と，
専門分野ごとに分けられた 7つの専門部会を中
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心とした学術活動を行っている．そして，その
研究成果は春と秋に開催される学術大会と地方
支部単位で開催される学術大会で発表され，そ
の後，学会雑誌誌上で論文として公開されてい
る．日放技の会員の約 85％は診療放射線技師
であり，そして約 10％が診療放射線技師を目
指す養成教育機関の学生会員である．日放技で
は，学会創設当初から現在に至るまで，和文の
学会雑誌（日本放射線技術学会雑誌）を刊行し
ているが，本学会の研究活動を海外に周知する
ため，英語論文誌の発刊が 2000年ごろから望
まれていた．

英語論文誌の発刊

　時代が 20世紀から 21世紀に移り変わろう
としている頃，日放技の一部の役員からは英語
論文誌の発刊が望まれていたが，その当時の日
放技会員の英語論文に対する関心はそれほどで
もなく，英語論文誌を発刊しても投稿数が少な
いことが危惧され，なかなか前へ進むことがで
きていなかった．しかし，2003年になって，
日本医学物理学会（以後．日医物）から英語論
文誌を共同出版する話が持ち上がり，日放技と
日医物の代表理事・会長および編集委員長に
よって英文誌発刊合同検討会が立ち上がること
となった．その後，合同会議やトップ会談が繰
り返されたが，学会理事の中には英語論文誌の
発刊に関して時期尚早であるとの否定的な意見
も多く，発刊の承認を得ることは難航した．結
局，2007年 4月に英語論文誌（Radiological 
Physics and Technology: 以下，RPT誌）の編
集委員会が発足されるまでには 4年近くの時間
がかかってしまった．そして，最終的には日放
技の名誉顧問であるシカゴ大学の土井邦雄教授
に編集委員長に迎え．2008年に発刊すること
が決定した．
　RPT誌が発刊されるまでに時間が必要で
あったことには理由がある．当時，日放技と日
医物では会員総数では日放技が約 20倍の大き
さでありながら，会員の中に占める研究者の割
合は日医物の方が高いという非常にアンバラン
スな状態であったため，このことが事業を進め

るにあたって問題視されたのである．しかしな
がら，土井編集委員長が提案した運営理論に基
づき，「両学会が“対等”の立場で英文誌発刊
事業を行う」ということで事業を開始すること
が両学会の理事会で承認された2）．
　RPT誌が他の学会雑誌と比べて非常にユ
ニークな点は，日放技の会員を中心とする若手
の研究者育成を最重視した編集指針であった．
この編集指針により，“超”教育的な論文審査・
編集の方針が執られた2）．
　RPT誌は当初，年間 2回の刊行で出版され，
発刊から 10年目の 2017年からは年間 4回の
刊行に移行し，現在に至っている．

インパクト・ファクターの取得

　RPT誌の編集委員会だけでなく，両学会の
会員すべての悲願であった Journal Impact Fac-
tor（IF）が，2023年 6月 28日に Clarivate社
から発表された 2022年の Journal Citation Re-
portsに RPT誌が掲載されたことにより，発刊
15年目で IFを取得することができた．ようや
く手に入れた IFの値は 1.6であったが，IFを
獲得したことで，今後は国内外からの投稿論文
数が増え（実際，IF取得後の投稿論文数は前
年度の 2倍近くになっている），より質の高い
論文が掲載されることによって，さらに高い
IFとなることが期待される．
　Clarivate 社のデータベースに掲載され，
RPT誌と同じ放射線医学，核医学，医用画像
のカテゴリに含まれており，なおかつ IFを取
得している雑誌の数は，2012年では 112誌で
あったが，その数は徐々に増えて 2021年には
135誌となり，さらに今回発表の2022年版では，
図 1に示すように 203誌と大幅に増加した．
　これらの雑誌の平均の IFは 2012年から
2021年の間に 2.22から 4.18と増加傾向にあっ
たが，2022年には，新しく追加された 67誌の
影響で 2.88に下がった．RPT誌の 1.6という
値は，203誌の中では，高いものから数えて
133番目で，比較的下位に位置している．図 2
に RPT誌の発刊から 2022年までの掲載論文数
と IFの変化を示す．なお，正式な IFは 2023
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図 1：関連雑誌＊203誌の JIF2022のヒストグラム
＊Category: RADIOLOGY, NUCLEAR MEDICINE & MEDICAL IMAGING

図 2：RPT誌の年間掲載論文数（■は Review論文）と（推算）JIFの推移

年度に公表された IF（1.6）だけであるが，IF
を算出するための式は公開されているので，
2010年から 2021年の間については，IFの計
算式により算出した推定値を示している．

RPT 誌の役割

　日本放射線技術学会は世界でも珍しい放射線
技術学を専門とする学術団体であり，医学物理
学会は医学物理を主とする学術団体である．日
医物の会員の多くが日放技の会員であり，その
多くが放射線治療に従事する診療放射線技師で
あることから，日物医が専門とする医学物理は

放射線治療や放射線物理学，放射線防護，計測
学が主となっている．しかし，世界的に医学物
理という分野を眺めた場合，その範疇には
Computed Tomography（CT）や一般 X線撮
影といった診断部門も含まれている．欧米では
放射線治療だけでなく放射線検査における被検
者の被ばくや線量計算を医学物理士が実施する
ことが一般であるため，大きな医療機関であれ
ば必ず医学物理士が存在している．しかしなが
ら，日本国内では歴史的に放射線治療を含めた
X線検査および治療全般の線量管理に関わる作
業を診療線技師が行ってきたため，医学物理士
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の存在が義務付けられている放射線治療以外の
分野での診断領域における研究は，欧米のよう
に医学物理士が中心となって実施するのではな
く，診療放射線技師が行い，その成果が日放技
で発表されることが多い．このことはつまり，
日放技と日医物の両学会の成果を組み合わせた
場合には，その全体像は世界的に知られている
医学物理の研究成果となり，それが RPT誌を
支えている．事実 RPT誌は現時点で，アジア
オセアニア医学物理学連合（The Asia-Oceania 
Federation of Organizations for Medical Phys-
ics: AFOMP）および国際医学物理士連合（The 
International Organization for Medical Phys-
ics: IOMP）のオフィシャルジャーナルとして
認可されており，特に AFOMPでは，2021年
2022年と 2年連続して，RPT誌の掲載論文が
AFOMPの年間最優秀論文として表彰されてい
る3)4）.

最　　後　　に

　前述のように，RPT誌の発刊については色々
と反対意見もあったが，創刊から 13年目を経
た現時点では，会員数としてのマンパワーの強
みを持つ日放技と会員の学術レベルの質の高さ
（会員数当たりの投稿論文数の多さ）に優れた
日医物が，それぞれの学会の利点を活かして，
日本独自のスタイルで，世界と同等なレベルの
医学物理の学術レベルを RPT誌という国際学
会雑誌の場で実現しているのではないかと考え
る．今後も RPT誌の質の向上とそれに伴うさ
らに高い IFの獲得を目指して，両学会で協力
体制を強化することが望まれる．

　開示すべき潜在的利益相反状態はない．
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